
植物

The Garden City of the 

の建物が残り、その敷地や僧院、道路沿いなどには多くの樹木が茂っている。巨木には精霊

が宿っていると考えるビルマ人も多く、また特定の種類の樹木は、仏教やヒンドゥ教の伝説や

神話に結び付いた聖木でもある。仏教で最も重要な三聖木は、ムユウジュ

インドボダイジュ

下で悟りを開いたとされる「インドボダイジュ」は、イチジクの仲

べられ、

運んでいるのだろう、路傍や空き地はもちろん、レンガやコンクリート造りの建物の屋根やひ

さしの上、壁の隙間に根を張ったインドボダイジュの幼樹が見られる。明らかに建物を傷めて

いるのだが、生えるままにされているのは、聖木たるゆえんであろう。街なかの巨大なインド

ボダイジュには、仏画が祭られた祠が括りつけられ、供物と燈明が絶えることがない。庭園都

市ヤンゴンでは、人々の生活の中に樹木が溶け込んでいるようだ。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植物と暮らすミャンマー
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 聖なる樹木
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